



の ｢競争研究｣ の成果である｡ 本書でも ｢ナレッ
ジ・マナジメント｣ と ｢知識資産経営｣ という
言葉が交差するが, その違いはつぎのように定
義づけられている｡
知識資産経営の ｢知識資産｣ とは ｢組織経営
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展仮説｣ として ｢個人の意識成熟度｣ と ｢個人・
組織のイントラアクション度｣ の 2つの尺度か
ら調査が実施されている｡ 対象は経営企画部門
で働く社員である｡ 第 1章では, こうした調査
について説明される｡
第 2章はそうした調査データの分析と解釈で




























③ IT ツールの普及にもかかわらず, 対面
コミュニケーションが, 依然, 生産性を
高めるために重要性をもっている｡ ただ










第 3章は, 知識経営と組織成果, 社員満足と
の関係を取り上げている｡ 上場企業の社員が調
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